
家
畜
商
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
八
号
）
第
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
家
畜
商
講

習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

令
和
元
年
六
月
二
十
五
日

奈
良
県
知
事

荒

井

正

吾

一

講
習
会
の
日
時
及
び
場
所

１

日
時

令
和
元
年
九
月
二
日
（
月
）
及
び
同
月
三
日
（
火
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
十
五
分
ま
で

２

場
所

奈
良
市
登
大
路
町
三
〇
番
地

奈
良
県
庁
分
庁
舎
五
階

第
五
一
会
議
室

二

講
習
科
目
及
び
時
間
数

１

家
畜
の
取
引
に
関
す
る
法
令

四
時
間

２

家
畜
の
品
種
及
び
特
徴

四
時
間

３

家
畜
の
悪
癖
、
機
能
障
害
及
び
疾
病

六
時
間

三

講
習
の
免
除

家
畜
商
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
農
林
省
令
第
四
号
）
第
四
条
に
規
定
す
る
特
別
な
資
格
を

有
す
る
者
で
あ
っ
て
、
講
習
の
一
部
に
つ
い
て
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
講
習
時
間
の
特

例
措
置
適
用
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
奈
良
県
農
林
部
畜
産
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

四

受
講
手
数
料

三
千
三
百
円
（
奈
良
県
収
入
証
紙
を
令
和
元
年
度
家
畜
商
講
習
会
受
講
申
込
書
（
以
下
「
受
講
申

込
書
」
と
い
い
ま
す
。
）
に
貼
り
付
け
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
）

五

受
講
申
込
み
及
び
受
付
期
間

１

講
習
会
を
受
講
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
写
真
（
申
込
前

六
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
半
身
、
無
背
景
の
縦
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
）
を
貼
り
付
け
て
奈
良
県
農
林
部
畜
産
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

２

受
付
期
間
は
、
令
和
元
年
七
月
一
日
（
月
）
か
ら
同
年
八
月
九
日
（
金
）
ま
で
（
日
曜
日
、
土

曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休

日
を
除
き
ま
す
。
）
と
し
ま
す
。

な
お
、
受
講
申
込
書
を
郵
送
す
る
場
合
は
、
書
留
郵
便
と
し
、
令
和
元
年
八
月
九
日
（
金
）
ま

で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

六

修
了
証
明
書
の
交
付



講
習
会
の
全
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
修
了
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

七

そ
の
他

１

受
講
申
込
書
受
理
後
は
、
受
講
手
数
料
は
返
還
し
ま
せ
ん
。

２

講
習
会
の
受
講
者
は
、
当
日
、
筆
記
用
具
及
び
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

３

講
習
会
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
当
日
、
会
場
に
お
い
て
購
入
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

４

詳
細
に
つ
い
て
の
問
合
せ
は
、
奈
良
市
登
大
路
町
三
〇
番
地

奈
良
県
農
林
部
畜
産
課
（
電
話

〇
七
四
二
ー
二
七
ー
七
四
四
八
）
に
お
い
て
受
け
付
け
ま
す
。
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